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【情報・システム研究機構 オンサイト分析拠点】
 「情報・システム研究機構 新領域融合研究センター
統計数理研究所・オンサイト解析室」の開設
 データ中心科学の基盤となる大規模データ共有基盤の端緒に
 データ分析拠点機能の共同利用の推進
【統計センターと連携協力協定を締結】
 ２０１０年７月、統計センターと連携協力協定を締結
 統計センターによる匿名データ提供のサテライト機関としての
実地検査を２０１０年８月に実施
 ２０１０年９月２日認可、９月６日、匿名データ提供業務開始
 サテライト機関として「匿名データ提供」を開始
 ２０１１年秋を目処にオンサイト利用施設としての認証も目指す
【匿名データ提供事業】
 背景
平成21年4月、統計法（平成19年法律第53号）が全面施行され、公的統計の
二次利用のための新たな枠組みが創設された。これにより、
「匿名データの作成・提供」
「委託による統計の作成等（オーダーメード集計）」
が可能となり、学術研究及び高等教育の発展に資すると認められた場合に、一般
からの求めに応じて提供できることになった。
また、調査票情報等の適正管理義務、守秘義務や目的外利用の禁止（罰則付き）
などの規定も整備された。
 統計センターによる統計データアーカイブの運営と
サテライト機関による匿名データ提供体制の構築
独立行政法人統計センターが、統計調査を実施する行政機関等からの委託を受けて、
調査票情報等の保管・蓄積、匿名データの作成・提供及び、オーダーメード集計の
業務サービスを提供する統計データアーカイブを運営している。
また、全国の高等教育機関と連携協力協定を締結し、サテライト機関による匿名データ
提供を開始した。
匿名データの提供
匿名データとは？（統計法第2条第12項に規定）
「一般の利用に供することを目的として調査票情報を特定の個人又は法人その他の
団体の識別（他の情報との照合による識別を含む。）ができないように加工したもの」
 サテライト機関として全国の研究者に提供可能な匿名データ（２０１１年６月１日現在）
※提供可能な匿名データは今後もさらに追加予定
 全国消費実態調査（平成元年、６年、11年、16年）
※一般世帯（平成元年は「普通世帯」）と単身世帯をセットで提供
 社会生活基本調査（平成３年、８年、13年）
※生活時間編を生活行動編を提供
 就業構造基本調査（平成４年、９年、14年）
 住宅・土地統計調査（平成５年、10年、15年）
統計数理研究所・オンサイト解析室における匿名データ提供については
情報・システム研究機構 新領域融合研究センターWebサイト内
「新領域融合研究センター 匿名データ提供事業」にて情報を提供しております。
（ サイトURL http://www.rois.ac.jp/tric/tokumei/tokumei.html ）
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新領域融合研究センター・
統計数理研究所オンサイト解析室
（東京都⽴川市）
2010/7/6 9月6日業務開始
法政大学 日本統計研究所（東京都町田市） 2010/3/30
神⼾大学 大学院経済学研究科（兵庫県神⼾市灘区） 2009/11/13
一橋大学
経済研究所附属
社会科学統計情報研究センター
（東京都国⽴市）
2009/3/30
調印式にて握手をする堀田凱樹機構長（当時）と
統計センター戸谷好秀理事長
統計数理研究所オンサイト解析室
出所）独立行政法人 統計センター｜統計データアーカイブの運営
（ http://www.nstac.go.jp/services/images/2jiriyou2.gif）.
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